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NDUFC2; HLC1; NADH dehydrogenase [ubiquinone] 1 subunit C2; Complex |-B14.5b; CI-
11k B14.5b; Human lung cancer oncogene 1 protein; HLC-1; NADH-ubiquinone oxidoreductase
subunit B14.5b
B{ZFID 4718.0
SwissProt ID 095298
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	機能：ミトコンドリア膜呼吸鎖NADH脱水素酵素（複合体I）の補助サブユニット。触媒作用には関与しないと考えられています。複合体Iは、NADHから呼吸鎖への電子伝達に機能します。この酵素の直接の電子受容体はユビキノンであると考えられています。,類似性：複合体I NDUFC2サブユニットファミリーに属します。,サブユニット：複合体Iは45の異なるサブユニットで構成されています。,機能：ミトコンドリア膜呼吸鎖NADH脱水素酵素（複合体I）の補助サブユニット。触媒作用には関与しないと考えられています。複合体Iは、NADHから呼吸鎖への電子伝達に機能します。この酵素の直接の電子受容体はユビキノンであると考えられています。,類似性：複合体I NDUFC2サブユニットファミリーに属します。,サブユニット：複合体Iは45の異なるサブユニットで構成されています。,
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	NDUC2抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。

